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安
全
な
国
産
グ
リ
ー
ン
社
会

グ
リ
ー
ン
の
考
察
と
要
用
②

―
グ
リ
ー
ン
の
教
育
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

第㉑回

コラム▼
は
じ
め
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
Ｇ
（
グ
リ
ー

ン
）
に
つ
い
て
の
続
報
で
あ

る
。
本
稿
の
主
旨
と
目
的

は
、
地
球
で
の
暮
ら
し
を
続

け
る
こ
と
の
大
切
さ
、
重
要

性
を
、
利
害
関
係
者
が
共
有

す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
持
続
可
能
性
や
そ
の
た

め
の
グ
リ
ー
ン
の
関
わ
り
に

つ
い
て
接
近
―
考
察
と
要
用

―
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
利
害
関
係
者
（
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）
の
範
囲
に

つ
い
て
の
認
識
が
大
事
と
な

る
。
そ
れ
は
、
企
業
経
営
や

経
営
現
場
で
ま
っ
と
う
な
事

業
を
行
う
た
め
に
は
、
だ
れ

で
も
が
理
解
す
べ
き
相
互
協

同
意
識
で
あ
る
。

希
求
し
て
い
る
。
そ
の
反

面
、
多
く
の
悪
影
響
や
弊
害

も
あ
り
、
こ
こ
で
述
べ
て
い

る
よ
う
な
〝
グ
リ
ー
ン
〟
に

つ
い
て
考
察
し
、
要
用
す
べ

き
局
面
を
つ
く
り
出
し
て
き

た
。そ

の
解
決
の
わ
か
り
や
す

い
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
持
続

可
能
性
」
で
あ
る
。
そ
し

て
、
解
決
策
の
一
つ
は
、
前

述
の
よ
う
に
〝
グ
リ
ー
ン
〟

に
関
す
る
教
育
を
導
入
す
る

こ
と
で
あ
る
。

大
資
本
を
持
つ
企
業
も
、

そ
の
事
業
推
進
の
た
め
に
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
し
て
、
環
境
教
育

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
用
い
た
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、
企

業
の
経
済
活
動
、
す
な
わ
ち

企
業
益
活
動
で
あ
る
。
が
、

本
質
的
に
は
持
続
可
能
性
や

〝
グ
リ
ー
ン
〟
の
意
識
の
獲

得
や
醸
成
を
、
個
人
の
意
識

と
し
て
行
う
こ
と
が
正
し

い
。
そ
れ
は
、
人
間
と
し
て

の
最
も
基
本
的
な
単
位
が
個

人
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
企

業
や
役
所
に
勤
め
て
い
て

も
、
あ
る
い
は
国
家
の
首
相

や
大
統
領
も
同
様
で
あ
る
。

企
業
で
も
、
も
は
や
Ｒ
Ｅ

１
０
０
を
社
是
や
目
標
に
し

な
け
れ
ば
、
ま
っ
と
う
な
事

業
活
動
は
で
き
な
い
。
生
き

る
た
め
の
環
境
や
基
盤
が
大

事
な
こ
と
は
総
意
で
は
あ

る
。
し
か
し
、
全
般
的
に
、

そ
の
保
全
や
整
備
が
為
さ
れ

て
い
る
訳
で
は
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
グ
リ
ー
ン
社

会
／
グ
リ
ー
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
造
る
た
め
の
取
り
組
み

は
、
段
階
的
で
、
か
つ
時
間

を
要
す
る
。
そ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
示
し
た
の
が
上
掲
の
図

で
あ
る
。
現
状
か
ら
、
段
階

と
し
て
、
➡
導
入
➡
体
験
➡

実
践
、
そ
し
て
➡
貢
献
（
グ

リ
ー
ン
社
会
）
を
導
く
。
こ

う
し
て
動
機
付
け
、
さ
ら
に

定
着
の
た
め
に
は
段
階
的
に

進
行
す
る
。

そ
の
様
子
は
、
一
般
の
教

育
と
同
じ
く
、
親
や
教
師
の

伴
走
、
あ
る
い
は
社
会
の
伴

走
に
よ
り
、
進
行
・
加
速

し
、
目
標
達
成
に
至
る
。
飛

躍
し
た
比
喩
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
ラ
ヴ
ェ
ル
の
ボ

レ
ロ
の
音
楽
の
よ
う
に
徐
々

に
進
行
し
最
後
に
絶
頂
を
迎

え
る
。

教
育
に
は
時
間
は
か
か
る

も
の
で
は
あ
る
。
ゆ
え
に
、

一
般
企
業
の
経
営
者
の
中
に

は
教
育
よ
り
も
訓
練
や
体

験
、
あ
る
い
は
金
銭
的
な
動

機
付
け
が
一
番
速
く
て
大
事

あ
る
と
い
う
方
も
い
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
多
様
化
、
Ｄ

Ｘ
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
登
場
し
、

新
た
な
変
化
や
状
況
が
変
わ

っ
て
く
る
現
状
に
お
い
て

は
、
も
は
や
訓
練
や
体
験
も

で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
応

用
の
効
く
、
融
通
を
得
た
対

策
や
手
法
を
身
に
着
け
る
に

は
、
教
育
の
本
質
に
立
ち
戻

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

教
育
は
、「
考
え
る
力
」

の
育
成
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。
最
も
大
事
な
こ
と
は
、

「
行
動
す
る
意
識
づ
く
り
」

で
あ
る
。

教
育
に
つ
い
て
ま
と
め
れ

ば
、「
教
育
」
と
は
、
直
面

す
る
課
題
に
対
し
て
自
ら

が
、
解
決
方
法
を
見
つ
け
出

す
能
力
の
養
成
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
た
い
。

▼
グ
リ
ー
ン
を
深
緑
に

Deep Green

本
コ
ラ
ム
で
掲
げ
て
い
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
は
、
グ
リ
ー
ン
社

会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
を
造

る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
で
あ

り
、
そ
の
要
件
と
解
釈
に
つ

い
て
は
前
報
で
述
べ
た
。
そ

の
醸
成
に
は
い
ず
れ
の
場
合

も
「
教
育
」
が
大
事
で
あ

る
。
国
産
国
内
化
、
空
洞
化

し
た
現
状
の
改
善
、
地
方
の

整
備
が
必
須
で
あ
る
。
こ
れ

に
は
、
人
材
の
育
成
、
社
会

感
覚
の
変
化
、
国
際
化
、
環

境
保
全
、
持
続
性
と
い
う
要

素
が
必
須
で
あ
る
。

筆
者
は
、
既
報
に
お
い
て

共
感
を
も
っ
て
グ
リ
ー
ン
を

深
め
る
た
め
に
、「
グ
リ
ー

ン
、
グ
リ
ー
ナ
ー
、
グ
リ
ー

ネ
ス
ト
」
と
称
呼
し
た
が
、

こ
こ
で
は
短
く
、「
デ
ィ
ー

プ
・
グ
リ
ー
ン
」
と
し
た
。

ダ
ー
ク
・
グ
リ
ー
ン
で
は
な

く
、
デ
ィ
ー
プ
で
あ
る
。

こ
の
言
葉
は
、
い
く
ら
か

哲
学
的
な
背
景
を
も
っ
て
選

択
し
た
。〝
グ
リ
ー
ン
〟
の

実
践
と
い
う
意
識
改
革
に

は
、
個
と
し
て
の
自
由
意
思

を
要
求
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
共
同
社
会
を
つ
く
る
と

い
う
意
志
と
も
な
る
。
そ
れ

は
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
・
シ

ラ
ー
が
掲
げ
た
「
自
由
の
美

学
」
に
依
拠
し
て
い
る
。
現

実
か
ら
理
想
の
美
の
世
界

（
こ
こ
で
は
、
グ
リ
ー
ン
）

を
、
自
律
の
精
神
に
よ
り
、

確
か
な
道
徳
的
な
世
界
を
導

く
こ
と
を
期
待
し
て
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
過
程
で
は
、

個
か
ら
個
に
伝
播
す
る
。
同

時
に
、
そ
れ
は
、
個
人
と
し

て
の
活
動
か
ら
、
企
業
や
社

会
の
変
化
を
つ
く
り
出
し
気

運
と
な
り
、
そ
れ
が
循
環
と

伝
播
を
つ
く
り
出
す
と
の
考

え
か
ら
で
あ
る
。

▼
ま
と
め

以
上
の
取
り
組
み
は
、
結

果
と
し
て
、
広
く
「
ウ
ェ
ル
・

ビ
ー
イ
ン
グ
」
の
成
果
を
期

待
し
て
い
る
。
暮
ら
し
に
お

け
る
落
ち
着
き
や
豊
か
さ
、

そ
し
て
快
適
さ
は
、
上
品
な

ア
ー
ト
を
も
感
じ
取
れ
る
。

次
回
は
、
そ
う
し
た
グ
リ

ー
ン
の
広
が
り
に
つ
い
て
、

自
然
と
至
然
の
対
比
、
環
境

哲
学
の
考
え
も
加
え
て
述
べ

た
い
。

グ
リ
ー
ン
社
会

（
Ｇ
Ｓ
）
、
あ
る
い
は

グ
リ
ー
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
創
成
過
程
に

お
い
て
は
、
心
情
の

変
化
を
つ
く
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
の
推
進
力

は
、
教
育
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
個
人
の
活

動
力
の
ほ
か
、
企
業

や
社
会
の
変
革
力
を

つ
く
り
出
す
。
教
育

に
お
い
て
も
、
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
介

在
す
る
。

解
が
、
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
で
共
有
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

▼
教
育
の
必
要
性

人
間
は
、
ほ
か
の

動
物
よ
り
も
学
習
能

力
に
優
れ
て
お
り
、

急
速
に
進
化
し
、
動

物
世
界
の
頂
点
に
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

地
球
上
で
「
人
間
中

心
主
義
」
な
る
言
葉

や
概
念
を
も
ち
、
科

学
技
術
を
生
み
出

し
、
便
利
と
快
適
を

グ
リ
ー
ン
の
状
況
づ
く
り

は
、
人
づ
く
り
と
し
て
の
教

育
で
あ
る
と
い
え
る
。
効
果

あ
る
教
育
の
た
め
に
は
、
多

く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で

の
重
層
的
な
連
携
が
必
要
で

あ
る
。

本
稿
で
は
、
グ
リ
ー
ン
と

教
育
、
そ
し
て
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
い
う
視
点
か
ら
述

べ
た
い
。

▼
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

企
業
活
動
に
は
、
多
く
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
介
在

す
る
。
ｗ
ｅ
ｂ
検
索
上
で

は
、
消
費
者
、
顧
客
、
従
業

員
や
関
連
グ
ル
ー
プ
会
社
、

競
合
他
社
、
取
引
先
企
業
、

代
理
店
、
株
主
、
投
資
家
、

債
権
者
、
金
融
機
関
（
銀

行
・
証
券
・
保
険
会
社
）、

運
送
、
配
送
業
者
、
地
域
社

会
、
地
域
住
民
、
行
政
機

関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
利

益
団
体
、
研
究
機
関
、
専
門

家
、
報
道
機
関
な
ど
、
が
あ

る
と
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
、

上
述
の
よ
う
に
多
様
で
あ

り
、
個
々
の
立
場
で
の
利
害

関
係
は
、
相
互
に
広
が
り
、

波
及
す
る
。

こ
う
し
て
、
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い

う
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
で

き
る
。
そ
れ
が
、
事
前
対
応

と
し
て
の
所
作
条
件
で
あ

り
、
具
体
的
な
手
続
き
と
な

る
。
グ
リ
ー
ン
を
職
務
と
す

る
場
合
に
は
、
企
業
の
事
業

益
と
社
会
益
と
し
て
の
取
り

組
み
が
必
用
と
な
る
が
、
そ

の
場
合
に
は
「
環
境
哲
学
」

の
定
着
や
、
環
境
学
習
の
理

教育の段階

◆第29回 アグロイノベーションみどりの
食料システムEXPO
会期：2025年3月11日（火）～ 14日（金）
▷ 時 間：10：00 ～ 17：00（最 終 日 は
16：30まで）▷会場：東京ビッグサイト
（東京都江東区有明3丁目11-1）▷入場
料：10,000円（来場事前「登録完了のメ
ール」持参者または招待状持参者は無
料）▷主催：一般社団法人日本能率協会
▷ 詳 細・ 申 込：https://agri-food.
jma.or.jp/tokyo/index.php ▷問合せ：
みどりの食料システムEXPO 事務局03-
3434-3453

◆JECA FAIR 2025 ～第73回電設工業展～
会期：2025年5月28日（水）～ 30日（金）
▷ 時 間：【28日 】10：30 ～ 17：00 ／

【29日 】10：00 ～ 17：00 ／【30日 】
10：00 ～ 16：30（ONLINE会期：5月14日

（水）9：00 ～ 6月30日（月）17：00＜予定
＞）▷会場：インテックス大阪2・3・4・
5号館（大阪市住之江区南港北1-5-102）
▷入場料：無料▷主催：一般社団法人
日本電設工業協会▷詳細・申込・問合
せ：https://www.jecafair.jp/

●令和6年度温泉熱の有効活用促進セミナ

ー
会期：2025年3月4日（火）▷時間：13：
30 ～ 16：30▷開催方式：オンライン
（Zoom）▷参加費：無料（事前申込制）▷
主催：環境省▷詳細・申込：https://
www.env.go.jp/press/press_04299.
html▷問合せ：総合設備コンサルタン
ト 環境・エネルギーソリューション部
03-5453-3057

●2024年度「ソーラーウィーク大賞」講
演会
会期：2025年3月5日（水）▷時間：13：
00 ～ 17：00（予定）▷講演者：2024年度
「ソーラーウィーク大賞」受賞者（大賞・
優秀賞・特別賞）▷開催方式：オンライ
ン（Zoom）▷参加費：無料（事前登録制）
▷主催：一般社団法人太陽光発電協会
（JPEA）/問合せ・詳細・登録：https://
www.jpea.gr.jp/feature/solarweek/so
larweekaward2024_seminar/

●国際シンポジウム〝REvision2025〟脱
炭素への大競争と自然エネルギー
会期：2025年3月5日（水）▷時間：10：
00 ～ 17：30（受付9：30 ～）▷会場：イ
イノホール＆カンファレンスセンター
（東京都千代田区内幸町2-1-1）＊シンポ
ジウムプログラム終了後にネットワー
キングあり（ライトレセプション形式）
▷参加費：無料（事前登録制）▷主催：

公益財団法人自然エネルギー財団/問合
せ・ 詳 細・ 申 込：https://www.
renewable-ei.org/activities/even
ts/20250305.php　＊2025年1月下旬登
録開始予定

●第54回新産業技術促進検討会シンポジ
ウ ム「NEDO TSC Foresight セ ミ ナ ー

『日本のマテリアルのイノベーション～
共創が拓く新時代に向けて～』」
会期：2025年3月7日（金）▷時間：13：
00 ～ 17：00（受付開始12：30）▷開催方
式：会場＋オンライン▷会場：JA共済
ビルカンファレンスホール（東京都千代
田区平河町2-7-9 JA共済ビル1F）▷参加
費：無料（事前登録制）▷主催：モノづ
くり日本会議／国立研究開発法人新エ
ネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
▷詳細・申込・問合せ：https://www.
cho-monodzukuri.jp/event/show/id/ye
4hhpycx8

●ホワイト水素研究会-究極のクリーンエ
ネルギーの可能性を探る-
会期：2025年3月11日（火）▷時間：14：
00 ～ 18：30▷会場：Idea Stoa 名古屋
大学東山キャンパスNIC棟1F（愛知県名
古屋市千種区不老町ナショナル・イノ
ベーション・コンプレックス NIC）▷参
加費：無料（事前申込制）▷主催：名古
屋大学・未来社会創造機構／名古屋大

学大学院環境学研究科▷共催：名古屋
大学フューチャー・アース研究センタ
ー ／ Tokai Open Innovation Salon
（TOIS）▷詳細・申込・問合せ：htt
ps://tokai-innovation.com/archiv
es/1079

● バ イ オ マ ス 産 業 社 会 ネ ッ ト ワ ー ク
（BIN）第227回研究会「秋田県大潟村の

籾殻ボイラー導入事例の紹介（仮題）」
会期：2025年3月14日（金）▷時間：15：
00 ～ 17：00▷開催方式：会場＆オンラ
イン（Zoom）▷会場：地球環境パートナ
ーシッププラザ（東京都渋谷区神宮前
5-53-70 国連大学1F）▷参加費：BIN会
員＝無料／一般＝1,000円▷主催：NPO
法人バイオマス産業社会ネットワーク
（BIN）▷詳細・申込・問合せ：https://
peatix.com/event/4292214/view

●日本-IIASAジョイントセミナー in 横浜：
日本の経験は、IPCC気候変動と都市報
告書にどのように貢献できるか？
会期・時間：2025年3月19日（水）15：00
～ 17：30（開場14：30 ～）▷会場：パシ
フィコ横浜 会議センター 501（神奈川
県横浜市西区みなとみらい1-1-1）▷開
催方式：会場＋オンライン▷使用言語：
日本語／英語（同時通訳有）▷参加費：
無料（事前申込制）▷主催：環境省／国
際応用システム分析研究所（IIASA）▷共

催：横浜市／公益財団法人地球環境戦
略研究機関（IGES）▷詳細・申込・問合
せ：https://www.iges.or.jp/jp/even
ts/20250319

●CCS国際シンポジウム ～社会実装の一
層の推進に向けて～
会期・時間：2025年3月25日（火）13：30
～ 17：10 ／ 26日（水）10：00 ～ 14：30
▷開催方式：オンライン（Zoom）▷使用
言語：日本語／英語（同時通訳有）▷参
加費：無料（事前申込制・先着順）▷主
催：環境省▷詳細・申込・問合せ：htt
ps://www.env.go.jp/earth/ccs/sympos
ium_2025.html

●再生可能エネルギー人材育成～風力分
野～シンポジウム「未来の風向きを変
える　洋上風力発電の今とこれから」
会期：2025年3月25日（火）▷時間：10：
30 ～ 13：00（受付10：00 ～ 10：25）▷
開催方式：会場＋オンライン（Teams）▷
会場：品川フロントビル会議室 A会議
室（東京都港区港南2-3-13 品川フロン
トビル B1階）▷参加費：無料（事前申込
制）▷主催：秋田工業高等専門学校▷詳
細・ 申 込・ 問 合 せ：https://www.
akita-nct.ac.jp/2025022101-2/

新エネルギー関連
イベントカレンダー（3月～ 5月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


